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　小児・思春期の排便トラブルは，大
人と同様，大きく取り上げられること
は少ないですが，実際には対応に難渋
するケースが多く，他疾患への影響が
あり，人生を左右しかねない病態です。
今回は，小児・思春期の“不機嫌”や，
生活上の“不調”に潜む排便トラブル
について紹介していきます。

小児や思春期の排便トラブル
は多いのですか？

　小児の便秘の発生頻度は，海外では
0.7～29.6％と報告により差が大きく，
日本においても小児の便秘の発生頻度
ははっきりしないとされてきました 1）。
一方で，近年の調査では児童の 18.5％
が週に 2～3回未満の排便であるとさ
れ，小学生の便秘は 5.7～9.1％，女子
高校生の便秘は 31.9％と報告されまし
た 2）。また，大規模疫学研究において，
9～10歳の 3.9％が便秘を経験している
こと，さらには小児の便秘と関連する
因子として，女児（2.0倍），運動不足（1.4
倍），過体重（0.6倍，つまり肥満児童
は便秘ではない），果物不足（1.9倍），
野菜不足（1.5倍），頻繁なイライラ（1.8
倍），頻繁な登校拒否感情（1.7倍），
両親との交流不足（1.5倍）との関連
が示されており，小児便秘ケアにおい
ても心理的ストレス対応と家庭環境の
改善の重要性が読み取れます 3）。特に，
心理社会的な問題として，うつ病，過
敏性腸症候群以外にも神経発達症の一
つである自閉スペクトラム症の併存症
として下痢，便秘の頻度が高いことが
報告 4）されています（○×クイズ❶）。

赤ちゃんにも便秘症状は出
るのでしょうか？

　生まれてすぐの赤ちゃんは排便回数
が多いのですが，母乳栄養から離乳食
を開始する時や，人工ミルク栄養に切
り替えるタイミングで排便回数が変化
します。排便回数が著しく少ない場合
は，直腸肛門奇形（鎖肛，肛門狭窄な
ど）やヒルシュスプルング病（腸管の
神経節細胞が欠如し腸が拡張してしま
う疾患）のような先天的な疾患を検討
する必要性があります。他にも母乳や
離乳食等の摂取量が減ると便秘になっ

てしまう懸念は挙げられるでしょう。
また，生後半年頃には乳児排便困難症
と呼ばれる時期が存在します。これは，
筋肉・神経などの発達が未熟であり，
踏ん張りきれないために起こるもので
す。ただし治療は不要で自然に軽快し
ていきます。

保育園，幼稚園に通い始めで 
注意すべきことはありますか？

　幼児期は，成長に伴う体の変化だけ
でなく，通園による生活上の変化も起
こり，制限された排便時間，慣れない
場所での排便も要求され，子どもたち
のお腹にも心にも負担がかかります。
トイレットトレーニングで身体的，精
神的な苦痛を与えてしまうと，便秘の
誘発や悪化などの悪影響を及ぼしてし
まうことがあるので，さまざまな配慮
をしながら支援的にトレーニングを進
める必要があります。実際の診断や治
療のフロー（図 1）について詳しく知り
たい方は，ガイドラインである文献 1
に加えて，文献 5，6などの総説に目
を通していただくことをお薦めしま
す。本稿では具体的な事例と対応のポ
イントを見ていきましょう。

　対応のポイントは，朝食をしっかり
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食べさせ「排便我慢」をさせないこと，
親や周囲の大人がトイレを急がせるな
どのプレッシャーを与えず十分な時間
を確保すること（○×クイズ❷），不安
がっていたら褒めて安心させること，
便が硬ければ踏ん張らせずに必要量の
緩下剤をしっかり利用することです。
緩下剤として小児では，ポリエチレン
グリコール，酸化マグネシウム，ラク
ツロースが使用されます。

CASE 3：17歳，女性。大学受験を目前
に控え，腹痛，便秘・下痢が出現し，保
健室での自習を繰り返すようになった。
近医で酸化マグネシウムとセンノシドが
処方されたが，症状改善しないため母親
と共に総合診療科を受診した。学校で便
意を感じたり，下痢が発生したりするこ
とに対して極度に不安を覚えている一方
で，普段は便意をあまり感じていない様
子。少量の硬便で肛門が切れて痛いため
排便を我慢していると患者は話した。

　児童の便秘は，病歴や触診でははっ
きりせず，X線や CT検査，超音波検
査で初めて便秘症と診断される場合が
あります（○×クイズ❸） 7）。本事例では，
下腹部の超音波検査を行ったところ，
直腸に表面高エコーの便塊（いわゆる
三日月型）と後方音響陰影（acoustic 
shadow）による無エコー域を認めたた
め，便塞栓と診断されました（図 2）。
児童の遺糞症（便秘の悪化により巨大
な硬い便が直腸で蓋をしてしまい，そ
の周りから下痢便が漏れ出る状態。大
人で言う漏出性便失禁と似た病態）は，
いじめにもつながるため早期に介入し
症状を改善させたいものです。超音波
による便秘の補助診断は連載第 11回
で詳細に扱いますが，便塞栓の診断精
度が高く 8），それほど難しい検査では
ないので，看護師さんにも興味を持っ
ていただきたいです。

〇 ×クイズ
本文を読む前の理解度チェック！
❶ 思春期の排便トラブルでは，過敏性腸症候群，
うつ病，自閉スペクトラム症を念頭におく

❷ 幼児のトイレットトレーニングではやや急か
すことが重要である

❸ 学童が腹痛で受診し，「うんちは出ている」
と答えたら便秘は否定される

CASE 1：4歳，男児。両親は共働き。父
親が保育園へ寄ってから出勤する毎日を
過ごしていたが，ある日，子どもが朝の
排便に時間を要してしまい，職場へ遅刻
しないよう父親はトイレを急かした。出
勤後，「お腹を押さえてうずくまっている」
と保育園から連絡が入った。

CASE 2：1年前から慢性の下腹部痛に悩
まされていた 8歳の女児。母親に連れられ
て小児科を受診した。医師が「うんちは出
ている？」と尋ねると，「出ている」と答
える。問診，触診を受けたものの特に異常
はなく，痛み止めの処方で経過観察中。

　思春期は人間関係に悩みやすく，受験
に代表される心理的な負担もかかる時
期で，腹部症状が出現しやすいです。
本事例のような心配性，まじめ，神経質，
さらにはストレス反応が強い方の場合，
心の悩みに対して十分に対処できず変
調を来す場合があります。ただ，頭ごな
しに対処行動を否定すると，こじれて
しまうため，努力を認めつつ，折に触れ
て，生理的な排便と生活指導，下剤の作
用機序について看護師からも説明して
いただけると，適切な対処行動につな
がるかもしれません。進学，就職等によ
る環境変化をきっかけとして症状が消
失し通院が不要になることもあります。

＊
　私は小児の排便トラブルの専門家で
はありません。そもそも小児の排便ト
ラブルを専門とする医師はほとんどお
らず，小児科医，小児外科医，プライ
マリ・ケア医，消化器内科医等により
対応されることが多いです。多くの医
師，看護師に小児・思春期の排便トラ
ブルに興味を持っていただき，各現場
で協働できるとうれしいです。
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●図 1　  小児における便秘診断と治療のフローチャート（文献 1，

p.13より転載）
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●図 2　  便塞栓が起こった直腸のエコー
画像イメージ

a： 硬便（便塞栓）のある直腸。囲った部分
が硬便の貯留した直腸（白色の部分が硬
便の表面）。

b：正常な直腸。囲った部分に残便はない。

排便トラブルの“なぜ!?”がわかる
第 8 回 小児・思春期患者の排便トラブル対応

便秘症状を慢性的に抱える日本人は数百万人以上存在するとされ，とりわけ70歳以上の高齢者に多く認められる。排
便状況は患者のQOLを左右する問題の 1つであり，個別化された対応が望ましいものの，スタッフの業務負荷増とも
なり得る。一方で近年，新規薬剤の登場，エコーを用いた観察法の普及など，排便ケアを取り巻く環境が変化しつつある。
本連載では排便トラブルがなぜ起こるのかに注目して，明日からの臨床に役立つポイントを紹介していく。

三原　弘
札幌医科大学医療人育成センター

教育開発部門 准教授／
総合診療医学講座 兼任


	001-002_3550号1-2面_専門職論対談★T仕様
	003_3550号3面川村先生インタビュー★T仕様
	004_3550号_4面_排便トラブル08★T仕様
	005_3550号5面ソーシャルナース連載09★T仕様
	006_3550号6面アジェンダ★T仕様
	007_3550号7面書評★T仕様
	008_3550号8面_全面広告_CC★T仕様



